
   
地籍問題研究会 

第 26 回定例研究会のお知らせ 
 

地籍問題研究会では、このたび、第 26 回定例研究会を下記の日程にて開催するはこびとなりました。 

 

          令和元年 11 月 9 日（土）13:00～  
 

          マリンパレスかごしま３階マリンホール（鹿児島県・鹿児島市）  
 

主催：地籍問題研究会    

共催 鹿児島県土地家屋調査士会・日本土地家屋調査士会連合会九州ブロック協議会    

 

 
 
 
 
 
       13：00-13：05  開会挨拶 
 

       ■ 第１部 鹿児島の土地制度その歴史と現代 

13：05-13：50 招待講演 「鹿児島の門割制度について」 

                   尾口義男 氏 （鹿児島県史料編纂委員・姶良市誌史料編纂主任兼刊行委員） 
 

13：50-14：20  「鹿児島における測量の歴史と現状」 

                   馬場幸二 氏 （鹿児島県土地家屋調査士会会員） 
 
 

（ 休  憩 ） 
 
 

      ■ 第２部 表題部所有者不明土地の現状と解消に向けて 

 

14：40-16：50 パネルディスカッション 「表題部所有者不明土地の解消に向けて」 

                 コーディネーター 

                   草鹿晋一 氏 （京都産業大学法学部教授・当研究会幹事） 

                 パネリスト 

                   江口幹太 氏 （法務省民事局民事第二課所有者不明土地等対策推進室長） 

                   田原昭男 氏 （鹿児島地方法務局首席登記官） 

                   新井克美 氏 （都城市代表監査委員） 

                   田畑正明 氏 （鹿児島県司法書士会会員） 

                   馬場幸二 氏 

 
 

       16：50-17：00 閉会挨拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆傍聴について◆ 

       本研究会につきましては、一般傍聴は資料代を含めて 3,000 円をいただきます。 

 

 ■ 日 時 

 ■ 会 場 

 ■ 12：30 - 13：00  受  付 

 ■ 13：00 – 17：00  地籍問題研究会・第 26 回定例研究会 


